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特集　新しい働き方を考えるシンポジウム in さいたま

　2 0 0 3 年 9 月 6 日（土）、さいたま共済会館大ホールで「新しい働き方を考える
シンポジウム i n さいたま」が開催されました。第 1 部の基調講演と後半のシン
ポジウムの内容をご報告します。（編集部）

【主催】　日本労働者協同組合連合会　労協センター事業団東関東事業本部　協同総合研究所
【協力】　連合埼玉　埼玉ワーカーズ・コレクティブ連合会　生活協同組合さいたま高齢協　
　　　　埼玉労協クラブ

【後援】　埼玉県
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　本日はお暑い中皆様お集まりくださいまし
てありがとうございます。私がこの講演に来
るきっかけとなったのは、5月の終わりに書
いた「豊かさの条件」という本です。この本
を書きながら、日本はもうだめになっちゃう
のか、もう1回戦前に戻ってしまい、もっと
悪くなってしまうかもしれないと思いまし
た。そういう分かれ目に、今ここで私たちが
踏みとどまって、新しい社会をつくることに
みんなが力を合わせない限り、私たちの子ど

もの世代、孫の世代は本当に暗いものに
なってしまうということをずっと考え続け
ていました。今そのことをみんなに訴えな
ければ、そういう気持ちに駆られて、今の社
会の問題点をこの本にまとめたのです。こ
こに全ての私の経験と研究の成果と、自分
が確信していることをまとめて書きました。
本当に1年間ベッドで寝ることがありませ
んでした。机の横に簡単な安楽椅子を置い
てそこで仮眠を取って眠気を覚ましたらま
た書く、どうにも眠くなったら1時間ほどま
た仮眠を取るという連続でした。何でこん
な話をしているかといいますと、この本が
出ましたらいろいろなところから反響が
あったのですが、その中で一番うれしかっ
た反響がワーカーズコープ、協同労働の協
同組合からの反響だったのです。私がこの
本の中で言おうとしていたことを実際に活
動としてやり始めている、自分たちのやっ
ていることはこの本に書かれていること、
これをやっているのが私たちなんだって確
信を持たれたのだと思います。それで私の
ところに電話で連絡してこられて、かなり
長い時間代表者の方とこれからの行き方に
ついてお話しました。
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高齢者の不安高齢者の不安高齢者の不安高齢者の不安高齢者の不安
　今皆さんが一番不安を持っていることとい
うのはもちろんいろいろあると思います。例
えば高齢者の方にとっては一生懸命働いて、
これから死ぬまで貯金で食いつなごうと思っ
ていたのに年金がわからないし、銀行も倒産
して預けていたお金がいつもうありませんよ
と言われるかわからない。現実にそうなんで
すね。皆さんから郵便貯金として集めている
お金の一部はもう現実にないのです。なぜ
かっていうと、郵便局は今まで政府のもので
したから、政府が扱っているお金は政府の公
共事業などにどんどん使われちゃうわけで
す。この公共事業はご承知のように赤字に
なっています。
  今道路公団では大赤字の内部資料があるの
にそれを隠して赤字じゃないという形で公表
しています。ではその資金を提供しているの
はいったい誰なのかというと、郵便貯金と年
金の積立金なんです。公共事業自体が破綻し
て赤字になっているということは、私たちが
貯金しているお金がもうその分はありません
ということなのです。銀行も同じで、今ペイ
オフを延期していますが、そうしなかったら
銀行の破綻はすぐ目の前であからさまになっ
てしまうでしょう。かつて破綻した銀行の預
金者が開店前から押しかけて自分の預金を返
せ返せと騒ぎ出したということがありまし
た。これがあちこちに飛び火したら日本国中
革命どころの騒ぎじゃないと思います。それ
で大蔵省が手を打って破綻を目に見えないよ
うにしてペイオフにしている、つまり預金を
保護している。でもその分銀行では結局は赤
字なんですから、そこに国の資金を注入し
て、というのは私たちの税金を注ぎ込んで何
とか表向きは破綻してないように装っていま

す。だけどペイオフをそういつまでも延期で
きません。1000 万までは保護しますからそ
のほかはもうありませんよ、国の責任はあり
ませんよということに本当は今年なるはずで
した。そうしてしまったら国中が蜂の巣をつ
ついたようになるから今のところやらない
で、目に見えないように隠しているだけの話
です。この問題は高齢者にとっては大きな不
安でしょう。若い人と違って高齢者はもう年
金だけがたよりなのですから、貯めたものが
無くなっちゃったらそれっきりですよね。

労働の不安と失業者労働の不安と失業者労働の不安と失業者労働の不安と失業者労働の不安と失業者
　もっと大きな不安は何かというと労働の現
場です。私は今もまだ大学に関わっていて在
職40年になりますけれども、こんなに卒業
生が就職できない時代というのは今まで全く
ありません。これまでは就職できたんです
ね。しかも女の人ならば高卒で就職した方が
価値があると言われ、金の卵だった。だけど
今や高卒の人は半分しか就職できていませ
ん。それが大学にも持ち込まれて同じなんで
すね。半分しか就職できていない。しかも就
職できてるというのも契約社員やフリーター
で、そういうものも含めてやっと半分が就職
できているという状況です。後はしかたがな
いから1月とか3ヶ月とか、ひどいところは
1日単位の労働契約を結んで働いている。派
遣社員だって1ヶ月は大丈夫だと思っていた
ら、途中でおしまいと派遣先から言われてし
まうことがあります。このようなことは戦後
は少なくともありませんでした。日本経済は
戦後ずっと右肩上がりでした。戦争のときは
あまりにも何もなかったから何をつくっても
国内で売れたし、つくらなきゃ、経済活動を
続けなきゃいけないものが山とあった。その
中で労働者たちの就職先があったんです。し
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かし今やそうではありません。今失業者は
360万人といわれていますけれど、厚生労働
省がやっている年2 回の労働力調査による
と、本当の失業者はこの倍以上いて、多分13
％を下らないということをいっている。政府
がこんな風にいうというのは本当はもっと多
いということです。失業統計というのはご承
知のように1週間しか調査をしません。1週
間の前1ヶ月間の間に失業していても就職活
動をしていない人は失業者とみなされませ
ん。就職活動というのはハローワークに行っ
たりして失業を証明できるような人のことで
す。また、1週間の間に1時間でも働いて、ど
んな安い賃金でもその時間に対して受け取っ
た人も失業者とみなされていません。ですか
ら本当の失業者はもっといっぱいいても統計
の数字にそれが出てこないということです。
あなたは明日からでも働く場があったら働き
ますか？という調査をすると本当の失業者の
数がどんと増えるのです。

リストラと労働者の権利リストラと労働者の権利リストラと労働者の権利リストラと労働者の権利リストラと労働者の権利
　私は就職しているからと思っている人も明
日から失業するかもしれない状況です。今ま
で労働組合があったし裁判の判例も重ねられ
ていて、裁判で解雇してもいいという条件は
かなり厳しく抑えられていました。例えば会
社が倒産してどうしようもない時などという
条件でした。それが今はグローバリゼーショ
ンというアメリカ型の経済方針が各国にどっ
と入ってきていて、それに日本の企業が太刀
打ちする為には労働者をどんどん首にしても
よろしい、首にした労働者を新しく起こした
産業に移す為に解雇してもいいという自由を
企業に与えなければならない、と国がおおっ
ぴらにいっています。労働者を首にした会社
は将来性もあるというので銀行もお金を貸す

という妙なことになっています。労働者を首
にしていない、何とか自分の会社でとがん
ばっている会社は将来性がないからと銀行か
らお金を貸してもらえない。つまり、日本の
社会全体が失業者を出そうとしているわけで
す。会社の経営には人件費、材料費などのコ
ストというものがあって、それを上回る利益
をあげているのが健全な会社です。利潤とコ
ストとの関係を考えると、コストのある部分
は人件費ですから、これを削るというやり方
が一番利潤率を大きく見せる、手軽な方法な
んですね。設備費というのはもう支払ってし
まったお金だから減らすことはできません。
しかし人件費は明日から来なくていいといえ
ばその分の賃金は節約できます。利潤を上げ
たい企業は、人件費を削ることで私の企業は
健全ですよ、ということを社会に示す、株主
に示すことができる。株価もあげることがで
きる。こういうことをするために最も手軽な
方法が人間の首を切るということなんです
ね。だから国も今や首を切っても何も文句は
言わない。逆に労働基準法をどんどん改悪し
ていって首切りしやすくしているのです。今
働いていて私は首になってないわ、私の夫は
大丈夫と思っていてもいつ首になるかわから
ないという状況です。　
　これは少なくとも、今のように労働組合の
力が弱くなっているということのない前の時
代にはありませんでした。労働組合は力が
弱ってもないよりはあったほうがずっといい
わけですけれども、本当に無力です。労働基
準法の改正に関しても、1番最初の政府案は
「使用者が労働者を解雇することができる」
というものでした。基準法は労働者を守る為
の法律でしょう？それなのに解雇できるなん
ていう法律をつくらせるぐらい労働組合はな
められているわけです。ただしそれはどうに
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もしょうがないという条件があった場合に、
というように但しを付けた。ここはいくらな
んでもひどすぎる、そんな基準法はないとい
うので組合、市民、学者たちが厚生労働省や
議員たちに主張をしたり、野党が強い反対を
したりしたことで、順番がちょっと逆になっ
て、解雇できる要件があった場合には使用者
は解雇してもよろしいというちょっとあいま
いな文章になりました。だけど今の流れはこ
のように労働者の権利というのがなくなって
きているわけです。これは決して仕方のない
ことじゃないのに、例えば北欧の諸国とか
ヨーロッパの国々では日本よりもはるかに労
働者の権利は守られています。

アメリカ型経済アメリカ型経済アメリカ型経済アメリカ型経済アメリカ型経済
　アメリカ的グローバル化というのは、アメ
リカの資本や商品が国境を越えてあちこちに
入っていけるように、関税などをかけるなと
か、為替、円とドルを交換するという資金移
動にいろんな手数料がかからないようにする
とかを要求します。いろんな形でアメリカは
自国の製品が全世界にいきわたり、ドルが全
世界にいくらでも短期的に移動できるような
制度を求めているわけです。日本の銀行が苦
しくなったのも会計基準がアメリカ式に変
わってしまったので、これまでのやり方では
できなくなった。つまり短期的にいつも利潤
を出していなければ健全な銀行とみなされな
くなったということも大きな理由の 1 つで
す。今イラクの問題等もありますけれど、結
局、アメリカは何を求めているのか。
　ヨーロッパやソビエトの社会主義は崩れま
した。北朝鮮はまだ残っていますが。社会主
義国というのは独特な計画経済をもってい
て、外国からいろんな商品や資金が入ってく
るということを国家権力で押さえ込みます。

それではアメリカの資本は都合が悪いから、
社会主義国が軒並みどんどん倒れて、今や
もうポーランドでもチェコでもアメリカの
商品がどんどん入ってくるという状況をア
メリカは望んでいるわけです。社会主義国
が倒れたことでアメリカの商品を買う人口
が4倍に増えました。しきりにアメリカが中
東、イラクを叩き潰して中東全体を変えた
いといっているのは、中東の経済がアメリ
カの経済を受け入れるような形にしたい、
ＯＰＥＣのような採油国が石油について何
かこそこそ決めるようなことは許せないと
いう考えがあるからです。
　結局は経済なんですよ。そういうアメリ
カの経済に対抗して日本の経済が太刀打ち
できるようにするには、日本の企業もアメ
リカ式会計を取り入れ、コストをもっと減
らして利潤を大きくするようにしていかな
ければならない。銀行というのはもともと
人のお金を集めて、資金の足りない企業に
貸し、その企業がそれでもっと大きな発展
ができるように、つまり今すぐお金を使わ
ない人のお金をかき集めてそのお金で有意
義な発展的な仕事ができる企業に貸し付け
るというのが金融の仕事です。ところがア
メリカ式の金融の儲けというのはドルと円
との為替相場の変化を儲けの材料にすると
か、株価の上がり下がりでギャンブルみた
いに株を買ったり売ったりする中で儲けを
得るという、つまり金融本来のやり方じゃ
なくてギャンブル的に何でもやっちゃう。
発展途上国なんかに短期的な資金を移して
その国の貨幣と自分とこのドルの為替相場
の上で、これは今が逃げるときだと思った
らもうぱっと引き上げてしまう。ブラジル
なんかもそれで痛い目にあっているし、マ
レーシアやタイもそうです。そういう変な
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利潤の求め方であっても、利潤は神様なんで
す、利潤を得るということに何を遠慮する必
要がありますか、というのがアメリカ式経済
です。

ヨーロッパの失業保険と就業支援ヨーロッパの失業保険と就業支援ヨーロッパの失業保険と就業支援ヨーロッパの失業保険と就業支援ヨーロッパの失業保険と就業支援
　ヨーロッパの経済というのはやや違ってお
ります。アメリカと違って長い長い歴史のあ
る国です。日本もそうです。その歴史の中で
学んできたことがたくさんあるので、利潤本
位でやっていると社会全体がだめになってし
まうという経験をいくつもしています。だか
ら利潤はもちろん大事だけれど、それを社会
全体に回るようにして、全ての人が生存権、
生活権を保障されて生きがいを持つ労働の現
場をもつことができて、病気の人や高齢者に
ちゃんとした社会保障のある、つまり社会、
平和の安定というものが重要になってきま
す。そうでなかったら企業だって困る。それ
を頭に入れて利潤を多少削ってもそのお金
を、例えば労働の場をつくるために投資した
りしているわけです。具体的に言いますと、
ワーカーズコープ、今日のような集まりも日
本に芽が出てきたということだと思いますけ
ど、ドイツの場合失業した人は3年間の失業
保険がもらえます。フランスは5年間です。
　ごく最近フランスの友達から手紙がきて、
自分は失業した、たった3年しか勤めていな
かったのに失業保険が2年半ついたと。それ
で友達は失業の長い間に、赤ちゃんを産もう
ということになって妊娠しました。赤ちゃん
が生まれた後4ヶ月は従来働いていたときと
同じ月給が赤ちゃんの手当てとして支払われ
ます。その4ヶ月分は、自分に与えられた失
業保険2年半にプラスされる。結局2年9か
月分の失業保険が付いたということです。こ
んなありがたい国はないといっているわけで

す。つまり愛国心なんてものは無理に教え込
まなくても国に対する感謝の気持ちがあれば
自然に出てくるものなのです。
　どうしても職がない場合、日本は頼るもの
は生活保護しかありません。生活保護は財
産、貯金がまだあるんじゃないかとか、親兄
弟でお金を貸してくれる人がいるんじゃない
かとかいろんなことを言われてなかなかもら
えません。人間としての誇りが失せてしまわ
ないと生活保護をもらうことにはなかなかな
れない。ドイツの場合そういう目にあわさな
いように、失業した人が3年間経ってなお職
がない場合、後は失業扶助というのが付きま
す。それは生活保護とは違うもので、失業保
険の7割から8割ぐらいの金額に減りますけ
れども、老人になって年金をもらえる年齢、
今65歳ですが、ここまでずっと失業扶助が
続くのです。
　私がドイツに留学したときからドイツの失
業率は高く日本はすごくありがたい国だとい
われていたのですが、ドイツの人はみんなと
ても悠々と暮らしていて、何でここが失業率
の高い国なんだろうと思ったことがありま
す。中味を調べてみると今のような状況だか
ら、失業しても飢え死にするとかそんなこと
は全然ない。しかも失業保険や失業扶助をも
らっていても15時間までなら働いてもよく、
失業保険から引かれることもないし、自分の
ものになるわけです。そして失業した人に対
して本当に真から面倒を見るんです。日本の
職安にあたるところがあって、その職安の下
にまた公共的な機関があって職安の仕事を
もっときめ細かくやっています。その人たち
が失業者に呼びかけて、7人以上の失業者が
ある拠点をつくってこういうことをやりたい
と申し入れ、それが社会福祉の仕事と青少年
の相談・世話、環境保護の仕事である場合、
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無条件に認めてその7人の人件費や経費をみ
んな持ちます。その代わり仕事が発展した場
合、職安を通して必ず人を雇うという約束を
します。3年以上失業していた人を雇った企
業には、1年間その賃金の8割までの給料の
補助があります。2年以上3年以上という失
業期間が長い人を雇った企業ほど補助金が大
きく付くのです。失業期間が長引くと現場に
復帰できなくなるからです。
　7人以上集まって、老人の為の特別な食品
や食材を使った食堂を経営しているところを
訪ねたのですが、キッチンの設備、コン
ピューターの機械から事務所まで全部職安が
払っています。確かに給料はそんなに高くあ
りません。日本円でいうと12、3万円です。
　あるいは介護保険を受けている人たちの間
をずっと回って、介護保険にどんな欠陥があ
るかということを調べる仕事をしています。
介護保険というのは事業者と老人の間にトラ
ブルがあったり、重要なことが行われてな
かったりという場合があって、第三者が常に
監視してないと十分なことができません。
　失業者たちが自分たちの労働をつくりだ
す。それは有機野菜の栽培をするとか、ある
いは古いお城を修繕してきちんと道路を造っ
て、人びとがそこで遊んだり訪れたり観光事
業に結びつけるような失業者たちのワーカー
ズコープというものがあります。そういう自
発性を非常に国や地方自治体が後押ししてい
るわけです。それから就職の応募書類を書く
際も、例えば建築の設計なら自分はこういう
技能があってこういうことをしてきたとか、
芸術的なものなら私はこういうデザインの仕
事ができるという場合なども、見本を自分で
つくって履歴書などと一緒に出します。その
ための費用を3万円くれます。それで職安の
人が丁寧にその指導をして、こういう風に書

けば企業もどんな人間かわかって採用しやす
くなると指導してくれます。自分のところか
ら離れたところに就職する場合には引越し費
用が払われます。新しい家が見つかるまで通
うという場合は、交通費が1ヶ月間に限り支
払われる。本当に微に入り細に入り失業して
いる人たちをなんとかして働く場に就くこと
ができるようにしているのです。　
　もちろん高校生への職業相談も出張して
やっています。それから失業した人が自分の
適性を見つけることができない場合、4週間
訓練機関でいろんなテストを受けたり相談に
のったりというのもやっています。こういう
仕事はあなたの性格に合うんじゃないですか
というような助言もします。日本では考えら
れないような努力があります。

失業者同盟失業者同盟失業者同盟失業者同盟失業者同盟
　ドイツには失業者同盟という全国組織があ
ります。この失業者同盟が全国の失業者に呼
びかけて1年に何回か総会を開き、失業者の
中から国会議員も出しています。失業者のた
めにどんなことをすればいいかというプラン
づくりを、これは日本では厚生労働省がやっ
ているわけだけど、失業者同盟がやってい
る。失業した人間を一番良く知っているのは
失業者だからです。そのときも必ず1人か2
人の人が言い出すところから始まるのです。
この全国失業者同盟もそうでした。自分のア
パートに失業した人がいて部屋に引きこもっ
て出てこない。アルコール中毒になったり自
殺したりということになりかねない、同じ人
間としてみていられないという思いやりが
あって、一緒にコーラスでも歌いましょうと
かコンピューターの訓練をただでしてあげる
という相互扶助がまずあって、そういうグ
ループがつながりあって、全国的な組織をつ
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くらないと政治は動かせない、だから全国的
な組織にしましょうということできたので
す。失業者同盟を支援する一般の市民もたく
さんいます。失業者はお金がないですから、
失業者同盟の維持費は個人が100円出して一
般の市民が支えています。いつ自分もそうな
るかわからない、あるいは大学生も自分たち
の将来のためにこういう労働者の組織という
のは必要だといいます。労働組合ばかりあっ
ても失業者がぞろぞろいたんじゃ労働組合の
力が弱体化しますよね。賃上げなんていって
もいくらでも安い賃金で働く失業者が大勢い
るのだから、だめだよといわれたらおしまい
です。そんな生意気なことを言うならお前の
首を切って、失業して働きたい人たちはいっ
ぱいいるのだから取り替えるよ、っていわれ
てもうんともすんともいえない。だから失業
者が無力ということ自体が労働組合の力を弱
めてるってことです。労働組合はそれを良く
知っているから失業者同盟を援助していま
す。労働組合の建物を失業者同盟の会合のと
きに自由に使っていますし、集会の為のビラ
の費用も労働組合が出しています。働くとい
うことに対して国民全体がとても真剣に取り
組んでいるということがわかりますね。

労働に支えられる社会労働に支えられる社会労働に支えられる社会労働に支えられる社会労働に支えられる社会
　社会というのは労働によって支えられてい
ます。もし今労働者がいっせいにゼネストし
たら、電車も動かない、店も閉まる、学校も
しまって社会はいっせいに死滅してしまいま
す。つまり労働こそが社会を支えているとい
う証拠です。だからゼネストが起こらないよ
うに政府があの手この手で規制を押し付けて
いるわけです。働く人が働いてくれなかった
ら社会は機能しないんだということがわかる
と思います。労働は政治家よりも官僚よりも

社会を支えている一番大事なもので、ともか
く働く人間がいて良心的な働き方をしてくれ
ていることによって社会は無事に今日も明日
も動いていくんだという、これが一番大切な
視点です。ですから労働者をいじめている社
会はろくなことがない。戦前労働組合法を認
めなかった日本は、資本主義国の中で労働者
をいじめた模範国です。どの国もイギリスも
封建制度から資本主義に移ってきたわけです
が、封建制度はご承知のように国王や貴族や
教会が経済を牛耳って権力で経済を動かして
いた、だから経済はあまり発展しません。こ
れに対してそういう権力を打倒して、そして
人間がやりたいことを自由にやる、そのほう
が経済は発展するといって出てきたのが資本
主義社会です。それはアダムスミスがいって
いる自由放任、自由競争が経済を発展させる
一番いい方法なんだという学説によって今日
までずっときた新自由主義経済です。確かに
封建制度の下では貧しい人がたくさんいまし
た。だから経済が発展すれば貧しい人にも社
会保障もつくってあげられる、工場で雇って
賃金も与えられるという良い点もありまし
た。経済が自由に動くことが社会の繁栄につ
ながるという時期は確かにあったんですね。
ただその中で何が起こったかというと、自由
なら労働者の首を切るのも自由だと使用者側
は考えていました。ですから失業保険が何も
ない時代なので、もうお前は明日から来なく
ていいよと言われたら労働者は野垂れ死にす
るしかありません。原料や機械なら明日から
買わないっていわれれば捨てればいい、当分
つくるのをやめましょうとやめればいい。人
間は生きているものですから来なくていいと
いったら品物のように1月、倉庫においてお
こうというわけにはいかない。品物のように
もう明日から生産をやめましょうというわけ
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にもいかない。現にもうそこにいるんですか
ら。だから生きている人間に対してだけは勝
手気ままなことをやってはいけないというこ
とを社会全体が悟るわけです。
　今の日本はそうなりかけてて、さくらんぼ
泥棒やらもも泥棒やらが出てきてますけど、
首になった人間は生きていかなければならな
いから強盗になったり泥棒になったり、どう
してもそうなりますよね。わが子がおなかす
かせて泣いてたらちょっと人のお金を取って
わが子に食べさせたいと思うでしょ。社会が
ものすごく険悪な社会になってくる。労働者
である親がわが子を無事に育てて学校も出し
て健全な能力を持った人間に育てているから
こそ、会社は新人を雇うことができるわけで
す。ところが労働者の首を切って労働者を失
う社会は子供たちが育たない。つまり子供は
小さいときから学校にも行かない、子供も盗
みや万引きばっかりするようになる。そして
子供の栄養は悪い。結局企業も困っちゃうわ
け。これでは社会がやっていけない。そして
貧乏な労働者のいるところから伝染病が発生
してお金持にもどんどん感染していくわけで
す。今はＳＡＲＳのことで大騒ぎをしている
けれどもお金持ちだから伝染病にかからない
というわけじゃない。

労働組合のはじまり労働組合のはじまり労働組合のはじまり労働組合のはじまり労働組合のはじまり
　社会はそういう歴史をしっかりと受け止め
て、労働組合をつくることを許可しましょう
と、国会の会議で労働組合法を通します。イ
ギリスは早くそれが通った。組合は何をして
いるかというと勝手に首を切っちゃいけな
い、賃金もこれ以下を払ってはいけないとい
う最低賃金法というのをつくります。それか
ら労働者同士がお金を出し合って、これが生
活協同組合の発端なんですけれど、いざ病気

になったときに労働者相互が助け合う協同組
合をつくりましょうということも始めるわけ
です。昔は団結禁止法といって、団結の力で
賃金を下げるなというのは市場の自由に反す
ると、島流しにあったり牢屋に放り込まれた
り処罰されました。しかし法律が労働組合を
認めてしまったら団結してよろしいとなり、
労働者は物じゃないんだから反抗したり交渉
したりするのは当たり前だというので労働者
の権利が認められてヨーロッパの社会はきて
いるわけです。
　戦前の日本は労働組合運動が認められなく
て、治安維持法や治安警察法があって、何人
かでこそこそと話し合っているだけでも引っ
張っていかれました。労働組合の歴史は戦後
やっと始まりました。労働組合と生活協同組
合は表と裏の関係にあります。生活協同組合
は働いている人たちがいざというときに備え
る、より安い値段で安全なものが買えるよう
にという購買組合です。あるいは労働者が集
まって職業のない人のために農地を買って自
分たちで開墾して生計を立てる。そして労働
者が労働の現場を自分たちでつくっていくと
いうことをはじめます。
　こうやって一方では市場の自由競争がある
けど、その自由競争が人間の命を奪ったり、
人間を貧困にしたり、惨めな思いにしたりと
いうことがないように、歯止めの為の組合を
つくった。労働者たち、あるいは生活する人
たちが集まって市場の自由な横暴、暴走、勝
手さこういうものを防ぐ1つの組織というも
のを、社会が育成し、国もそれを育てたので
す。この2つがうまくバランスを取っている
のがヨーロッパの社会です。ですから農業の
問題にしても失業者の問題にしても、使用者
側も日本のような露骨な競争社会ではありま
せん。
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競争の中の教育競争の中の教育競争の中の教育競争の中の教育競争の中の教育
　日本では子供の教育にも競争を持ち込ん
で、子供たちは小学校のときから足を引っ張
り合って競争して、できる子とできない子の
クラスなんかを分けちゃう。成績の平均のい
い学校にはご褒美に1年間に2400万円もの
予算が付く。本当は逆ですよね、むしろ偏差
値の低い学校に補助金を出して教員の数を増
やさなきゃいけないのに、低いところはほっ
といて廃校にしてもいいといっているぐらい
ですから。試験に強い子、これが本当に能力
のある子だと私は思いません。それをいい子
だと考えて、そこに国はどんどん補助金を出
す。産業の利潤に結びつくような研究をして
いる大学には何億というお金が今じゃぶじゃ
ぶときています。地道に世界の人々がどう福
祉社会をつくっていくかとか、哲学の研究を
しているところにお金はきません。私のとこ
ろは科学研究補助金をこれだけもらった大学
ですというと、実際に志願者が集まるから、
大学側としても嫌々ながらでも補助金を取
る。そのために学生の指導、自分の研究も
ほったらかしてお金がもらえるプランの作成
に教授たちは一生懸命なんです。教授たちは
自分で嘲っています。今や大学は芸能プロダ
クションですよって。ともかく何かぱーっと
したことをしないと大学もやっていけない。
　これは利潤の競争社会を教育研究の中にそ
のまま持ち込んでいるのですね。日本は幼児
教育のうちからそうです。そういう競争を経
てきて幸い偏差値が高くてトップクラスにい
た子供たちがいわゆる高級官僚になったり一
流企業に入ったり。その人たちがバブルを起
こし不況のどん底に突き落とした張本人なん
ですね。だから偏差値が高いというのは本当
の判断力があるということでは全然ない、社
会全体を常に考えることができる人でもない

んです。コミュニケーションがちゃんとで
き、人々と話し合いができる能力というので
もないんです。大学にいますと、競争が激し
くなればなるほど学生の質が落ちていくとい
うのが良くわかります。塾などで勉強をさせ
られていても、自分が本当に知的探究心が
あってしているのではないのです。試験をど
うクリアしていくかという技術を教わる。そ
して知識を口の中に突っ込まれるみたいにし
て、試験が終わったらぱっーと忘れていく。
そういうことです。自分で考える、追求して
いく、極めていくという能力はちっとも育っ
てないから大学に来ても本当の研究というの
はできません。そういう人が大蔵省にいった
り政治家になったりして国の支配機構になっ
ているのですね。私たちは頭が良かったんだ
から接待を受けようが賄賂をもらおうがそれ
は偉いんだというモラルです。そういう社会
ではいけないのですが、日本は本当にそのよ
うになっています。　
　競争して勝とうと思ったら良心だのモラル
だの他人のことなど考えてられない。だから
いじめがある。会社の労務管理課なんて警察
よりもっとひどくて、首切ろうと思ったらあ
の手この手でその人間のあらを探し出してみ
んなの前で辱めて退職せざるを得ない状況に
追い込む。労務課にはいじめて自主的に退職
させるノウハウを書いた本が売り出されてい
るのです。そういう大人の社会が子供の社会
に反映するから子供もお互いにいじめあっ
て、助け合うことの喜びとか一緒に良かった
ねという感覚をもてないでいる。だから自殺
したり不登校になったりという子供たちが出
てくるんですね。尾山奈々ちゃんという中学
の女の子が自殺します。「学校なんか大嫌い、
私の心を踏みにじるから」この子はとてもで
きる子だったんですが、そういう遺書を残し
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て死ぬんです。そのお母さんがこういうこと
をいっているんですね。奈々が自殺した後、
もっと強い子だったら自殺しないですんだの
にと言う人がいた。母親としてもし奈々が強
い子で自殺しなかったらどんなに良かっただ
ろうと思います。だけどこの世の中には繊細
な心を持った子供もたくさんいるのです。そ
の子に強くなれ強くなれといくら言ってもそ
の感受性の豊な繊細な子はそうはなれませ
ん。強くない子も楽しく学べる学校にして下
さい、と。

人間の歴史と協働人間の歴史と協働人間の歴史と協働人間の歴史と協働人間の歴史と協働
　社会も同じだと思うのです。いろんな個性
の人がいて、優しい人も善意的な人も深くも
のを考える人も、今すぐ利潤あるいは上司の
気に入りができなくても遠くを見て着実に
やっていく人、良心的なことしかできない人
もいる。そういう人がみんなで生きていける
ような労働の場、そういう社会をつくってい
くのが人間の本当の労働をし始めたきっかけ
なんです。
　私は本の中で日本の歴史を振り返って、
人々は古代からどれだけ協力をし労働してき
たか、お互い支えてきたかということを書い
ています。古代の竪穴式住宅は回りにずっと
堀をめぐらしてありますがその跡や穀物を貯
蔵する高床式倉庫を見ると、いかに古代の人
が道具も何もない中で協力してこういうもの
をつくってきたかがわかります。中世になっ
ても惣という村人たちの連帯があって、村人
が全員参加して年貢が高すぎるんじゃないか
とか、この名主は追っ払ってやろうとか、暮
らしが困って借金ばっかり増えると今までの
借金を全部帳消しにする徳政というものがあ
りました。また、みんなで一緒にため池をつ
くったり、道路をつくったり、あるいは田植

えのとき、屋根を葺くときなどは「結い」と
いう血縁や近隣の助け合い組織があって、そ
ういう協働というのが社会をつくっていまし
た。それがなければ社会というのはできな
かったのです。歴史を本気になって勉強して
くると、協働社会が日本の歴史の中でずっと
流れてきたことがわかります。租庸調の租と
いうのは穀物の税金なんですけど、その租庸
調の時代に既に租の一部分は貧困の人を助け
るものでした。江戸の町でも囲い込みといっ
て、貧困者の為に江戸の人口の70日分の穀
物がいつも蓄えられていて配られていまし
た。それから徳川吉宗が小石川の薬園をつ
くったり、年取った人のための養老院をつ
くったりして社会のためにちゃんとやってき
たんですね。自由といって利益が出ないのは
だめ、利益をつくりあげられない人間はクズ
というような価値観で社会は動いてきたわけ
ではないんです。　

協同労働と自立協同労働と自立協同労働と自立協同労働と自立協同労働と自立
　協同労働の大事なところは、いわゆる資本
家が労働者を雇うというしくみになってない
ことです。いい仕事、生きがいのある仕事を
したいという人が、自分たちでささやかな資
金を出し合って1つの労働、働くグループを
つくる。例えば介護の仕事を請け負ったり、
または製パンの仕事を始めたり。フリース
クールに通う不登校の子の最も大きな不安は
社会に出たときに働く場があるかということ
なんです。そのためにフリースクールの卒業
生でパンを作る製パン工場をつくろうという
動きがあります。そういう風に社会の中でき
ちっと見ていると、必要な職場というのは必
ずあるんですね。例えば車椅子の人たちを乗
せる専用の福祉タクシーもこのワーカーズ
コープの中でつくられています。いろんなも
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のがつくれる。理解の遅い子のための学習塾
をお母さんたちがつくっているという例もあ
ります。こういうものを政府にばっかりお願
いしますお願いしますと頼ってたんじゃ政府
も横暴になってしまう。我々だってできるん
だよということを示して、資金をちゃんと出
してくださいって運動をすれば政府も認めざ
るを得ない。自分でやらないとだめなんで
す。ここがヨーロッパと日本の違うところ
で、政府にだけやってくれ、守ってくれとい
う。有事立法が通ったというのも守ってくれ
ということばかりいうからです。守ってくれ
というのは独裁者よ出てこいということなん
ですよ。平和というのは政府につくってもら
うものじゃないんです。私たちがみんなで外
国の人たちと交流したり仲良くしたり援助を
したりして、テロ事件が起こらないように友
情をつくっていく以外に平和をつくる方法は
ありません。爆弾を落としてみたってアフガ
ニスタンみたいにまた元のようになってる
し、イスラエルとパレスチナの間だって絶対
解決しない。イラクだって泥沼になってる。
自分がまずやってみることが一番大事。これ
が自主性ということです。そのやっているこ
との中で、私たちの税金の政府や地方自治体

の財政に賄ってもらえばもっとうまくいくと
いうプランがあったら、それをもってはじめ
て援助ということになるわけです。
　日本でワーカーズコープの運動が起こり、
自分たちでみんなでよってやる、誰も資本家
はいない、マネージメントも代わりあってや
る、誰もが現場で汗を流すこともやる、とい
う働く場が本当に必要なんです。これは外国
では無数につくられてたくさんの労働の協同
組合、医療の協同組合、それから住宅の協同
組合というのがあります。一緒になって物事
をつくっていき、そしてある実績を上げたと
ころで、もうちょっと政府が資金を入れてく
れればもっとうまくいくという要求を出しな
がら発展させていく仕事がとても多くなって
います。例えばブラジルのポルトアレグレで
は、市のほとんどの仕事を生活協同組合が受
け持っているのです。
　この仕事は私たちがつくるんだ、私たちが
やるんだという姿を子供たちに見せる。就職
先がないというんじゃなくて、大人たちだっ
てこうやってつくってるんだよ、君たちだっ
てやろうと思ったらできるという実践例を見
せて元気付けてあげて欲しいと思います。


